
５月といえば、「五月晴れ」に「桜」が満開。
桜前線も北上し、道北随一の桜の名称である古丹別緑ヶ丘公園には、
約１千本の桜やつつじが咲き誇る。
毎年、古丹別緑ヶ丘公園では、「桜まつり」が開催され、
お花見が終わる頃には、農村地帯での田植えが始まり、
町中に活気が満ちてくる。
苫前には、桜と夕日がともに風車を茜色に染める
隠れた名勝がある。
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電
源
開
発
㈱
で
は
、
四
月
二
十
三

日
か
ら
上
平
共
同
利
用
模
範
牧
場
内

に
あ
る
苫
前
ウ
ィ
ン
ビ
ラ
発
電
所

（
風
車
発
電
機
19
台
）に
お
い
て
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
か
ら
受
託
し
た

「
風
力
発
電
電
力
系
統
安
定
化
等
技

術
開
発
事
業
」
に
よ
り
、
蓄
電
実
用

技
術
確
立
を
図
る
た
め
、
大
型
蓄
電

研
究
施
設
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
施
設
は
、
約
五
〇
　
×
三
五
　

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
階
建

て
高
さ
約
七
　
の
建
物
の
中
に
、
関

西
電
力
と
住
友
電
工
が
共
同
開
発
し

た
レ
ド
ッ
ク
ス
フ
ロ
ー
電
池
（
大
型

蓄
電
池
）
や
交
流
直
流
交
換
器
な
ど

が
配
置
さ
れ
、
電
解
液
タ
ン
ク
周
辺

に
は
防
液
提
を
設
け
、
使
用
す
る
電

解
液
に
は
、
人
体
や
自
然
に
無
害
な

バ
ナ
ジ
ウ
ム
水
溶
液
が
使
用
さ
れ
る

な
ど
安
全
対
策
を
講
じ
ら
れ
、
平
成

十
七
年
一
月
か
ら
実
証
試
験
が
開
始

さ
れ
る
。

風
力
発
電
で
発
電
さ
れ
る
電
力
は
、

風
の
強
弱
に
よ
っ
て
発
電
量
が
不
安

定
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
な
か
、
こ

の
研
究
に
お
い
て
蓄
電
装
置
を
通
じ
、

い
か
に
安
定
し
た
電
力
と
し
て
売
電

供
給
で
き
る
か
実
証
試
験
す
る
も
の

で
あ
り
、
五
年
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
る
予
定
。

こ
の
事
業
は
、
本
町
が
風
力
発
電

基
地
と
し
て
更
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
風
力
発

電
の
電
力
が
安
定
化
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
が
大
き
く
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

苫
前
漁
港
と
力
昼
漁
港
で
は
、
ホ

タ
テ
漁
業
十
五
軒
（
苫
前
九
軒
、
力

昼
６
軒
）
が
ホ
タ
テ
稚
貝
の
出
荷
作

業
を
家
族
総
出
で
行
っ
た
。

作
業
は
、
四
月
二
日
か
ら
始
ま
り

四
月
末
ま
で
続
け
ら
れ
、
一
億
四
千

百
万
粒
を
目
標
と
し
、
主
に
猿
払
や

枝
幸
、
野
付
漁
協
へ
と
出
荷
さ
れ
た
。

ホ
タ
テ
稚
貝
は
生
き
た
ま
ま
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
な
ど
に
放
流
さ
れ
る
た
め
、

ク
レ
ー
ン
で
海
中
か
ら
水
揚
げ
さ
れ

た
籠
か
ら
即
座
に
小
さ
な
ホ
タ
テ
が

取
り
出
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
便
で
搬
送

さ
れ
る
。

こ
の
ホ
タ
テ
稚
貝
の
出
荷
数
は
、

昨
年
十
五
年
実
績
で
一
億
五
千
十
万

五
千
粒
と
全
道
出
荷
数
の
約
十
三
パ

ー
セ
ン
ト
、
留
萌
管
内
の
二
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
本
町
漁

業
の
基
幹
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
月
二
十
日
苫
前
漁
港
新
港
斜
路

（
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
入
口
付
近
）
に
お
い
て
、

北
る
も
い
漁
協
青
年
部
で
構
成
さ
れ
て

い
る
留
萌
中
部
ハ
タ
ハ
タ
研
究
会
（
会

長
高
橋
幸
治
＝
初
山
別
）
が
、
ハ
タ
ハ

タ
の
稚
魚
約
三
万
匹
を
放
流
し
た
。

ハ
タ
ハ
タ
の
稚
魚
は
、
昨
年
十
一
月

頃
か
ら
苫
前
沿
岸
な
ど
に
打
ち
上
げ
ら

れ
た
ブ
リ
コ
十
㌔
を
同
漁
港
蓄
養
施
設

内
で
ふ
化
育
成
し
、
三
　
程
度
に
成
長

し
た
も
の
。
ま
た
、
力
昼
漁
港
で
は
ブ

リ
コ
三
十
五
㌔
が
海
中
ふ
化
さ
れ
、
自

然
に
放
流
さ
れ
て
お
り
、
同
研
究
会
で

は
約
十
万
匹
程
度
は
放
流
で
き
た
も
の

と
見
込
ん
で
い
る
。

ハ
タ
ハ
タ
の
市
場
価
格
は
、
高
値
で

推
移
し
て
お
り
、
こ
の
放
流
で
年
々
漁

獲
量
が
増
え
る
よ
う
漁
業
関
係
者
か
ら

は
、
大
き
く
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

四
月
十
二
日
か
ら
の
札
幌
ド
ー
ム

球
場
で
行
わ
れ
た
対
オ
リ
ッ
ク
ス
三

連
戦
に
お
い
て
、
町
内
で
生
産
さ
れ

た
「
大
麦
若
葉
」（
北
海
道
大
麦
若
葉

本
舗
＝
代
表
山
本
秀
雄
74
才
）
の
青

汁
（
粉
末
）
が
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
と

し
て
提
供
さ
れ
た
。

試
合
は
、
ま
さ
に
青
汁
パ
ワ
ー
で

小
笠
原
や
セ
ギ
ノ
ー
ル
、
新
庄
ら
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
主
軸
を
含
む
ホ
ー
ム
ラ

ン
六
本
と
量
産
さ
れ
、
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
も
二
勝
一
敗
と
勝
ち
越

し
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
出
る
た
び
に
電

光
掲
示
板
に
「
苫
前
町
大
麦
若
葉
」

が
紹
介
さ
れ
た
。

今
回
の
商
品
提
供
に
つ
い
て
山
本

さ
ん
は
、「
健
康
の
た
め
、
多
く
の
方

に
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
。
多
く
の
方

に
ま
ず
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
宣

伝
効
果
に
期
待
。
同
じ
土
地
で
連
作

す
る
こ
と
な
く
、
毎
年
新
し
い
土
地

に
新
鮮
な
「
大
麦
若
葉
」
を
こ
だ
わ

り
を
持
っ
て
生
産
し
た
自
慢
の
商
品

は
、
今
後
、
こ
の
提
供
に
よ
り
数
多

く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
販
路
が

大
き
く
拡
大
さ
れ
そ
う
だ
。

ホ
タ
テ
稚
貝

出
荷
最
盛
期

世
界
初
の
研
究

大型蓄電研究施設着工
事業費23億5千万円！

建設工事が行われる苫前ウィンビラ発電所

大型蓄電施設完成予想図

ハ
タ
ハ
タ
稚
魚

約
三
万
匹
放
流

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
に

苫
前
町
産「
大
麦
若
葉
」

ホームラン賞に
大麦若葉を提供した
山本秀雄さん

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

セ
ンチ
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大正４年12月９日の大惨事「三毛別羆事件」は、当時
の入植者７名の尊い命が奪われ、開拓当時の壮絶な闘い
が今も語り継がれている。この世界獣害史上最大といわ
れるこの事件は、苫前町無形文化財くま獅子舞がその当
時の様子を再現し、事件現場（三渓地区＝当時六線沢）
には、当時の住宅が復元されている。
この復元住居には、毎年多くの来訪者が訪れ、備え付
けの記帳には心打たれる感想が数多くつづられています。
このコーナーでは、その一部を紹介いたします。

★吉村氏の羆嵐を数年前に読み、本日初めて訪れてみま
した。厳寒の中、想像を絶する苫屋での生活に当時を
偲ばれます。内地の『月の輪』とは全く違うのですね。

（15.5.22 新潟県　男性）
★小さいときから山奥で育ち、熊について色々と思い出
され、考えさせられ、本を読んでこの三毛別熊事件は
本当に心が痛みます。 （15.5.23 札幌市　女性）

★大正時代のお話ですが
今でも熊が出てもおか
しくないところと感じ、
当時の開拓の厳しさを
強く感じました。
（15.6.1 旭川市　男性）
★函館からきました。 往時を考えさせられました。い
つまでも残してください。ありがとうございました。

（15.6.8 函館市　女性）
★息子と孫と三人で何年かぶりに訪れました。懐かしく
思います。いつまでも残してくださることを祈ります。

（15.6.10 群馬県　女性）
★吉村昭の『羆嵐』を読み、どうしても来てみたかった
ところです。昔の開拓者の生活をかいま見ることがで
きました。 （15.6.10 男性）

苫前町イメージアップ苫前推進協議会

～感想記帳拾い読み～その一

ド
ラ
え
も
ん
で
交
通
安
全
！

後
藤
茂
夫
さ
ん
が
寄
贈

苫
前
の
後
藤
茂
夫
さ
ん
（
79
才
）

「
春
の
交
通
安
全
運
動
」に
ア
ニ
メ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ド
ラ
え
も
ん
」
の
人

形
を
寄
贈
。
後
藤
さ
ん
は
、
奥
さ
ん

と
の
二
人
暮
し
で
十
年
前
に

肺
手
術
を
受
け
、
そ
の
リ
ハ

ビ
リ
の
一
環
と
し
て
、
浮
き

玉
を
使
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

人
形
を
作
ろ
う
と
始
め
、
こ

れ
ま
で
百
個
ほ
ど
作
製
し
た
。

今
回
作
製
し
た
「
ド
ラ
え

も
ん
」
は
、
身
長
一
・
六

と
等
身
大
ほ
ど
あ
り
、
頭
は

ゴ
ム
ボ
ー
ル
、
体
と
腕
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
配
管
材
、

足
に
は
タ
イ
ヤ
と
ホ
イ
ー
ル

が
使
わ
れ
、
製
作
に
は
十
日

間
ほ
ど
費
や
し
た
。
設
置
さ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

街
頭
啓
発
に
ド
ラ
イ
バ
ー
も
笑
顔

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
四
月

六
日
〜
十
五
日
）
に
先
駆
け
て
、
六

日
苫
前
中
学
校
前
駐
車
帯
に
お
い
て
、

苫
前
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
（
会

長
苫
前
町
長
森
利
男
）
が
呼
び
か
け
、

町
交
通
安
全
協
会
や
日
赤
奉
仕
団
、

苫
前
婦
人
会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

な
ど
地
域
の
団
体
か
ら
約
三
十
名
が

参
加
し
、
街
頭
啓
発
運
を
展
開
し
た
。

街
灯
啓
発
に
は
、
交
通
安
全
啓
発

物
品
が
配
ら
れ
る
ほ
か
、
苫
前
婦
人

会
が
作
製
し
た
チ
ワ
ワ
（
犬
）
の
マ

ス
コ
ッ
ト
な
ど
が
通
り
か
か
っ
た
ド

ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
さ
れ
た
。
車
を
止

め
ら
れ
戸
惑
う
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
、

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
呼
び
か
け
に
、

笑
顔
で
応
え
て
い
た
。

森
会
長
（
苫
前
町
長
）
は
、「
雪
も

溶
け
、
車
両
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
り
危

険
が
と
も
な
う
時
期
。
ス
ト
ッ
プ
・

ザ
・
交
通
事
故
！
ワ
ー
ス
ト
・
ワ
ン

返
上
！
に
向
け
、
繰
り
返
し
呼
び
か

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
参
加
者

と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
へ
交

通
安
全
を
働
き
か
け
て
い
た
。

苫
前
町
は
四
月
十
七
日
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
七
百
日
を
達
成
し
て
い
る
。

れ
た
苫
前
町
役
場
前
を
通
り
か
か
る

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
あ
っ
！
ド
ラ

え
も
ん
！
」
と
喜
ば
れ
、
交
通
安
全

運
動
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

後
藤
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
町
内

の
保
育
園
や
学
校
、
駐
在
所
な
ど
に

も
寄
贈
し
、
関
係
者
に
喜
ば
れ
て
い

る
。
ま
た
、
口
コ
ミ
で
札
幌
や
釧
路

な
ど
地
元
関
係
者
か
ら
製
作
を
お
願

い
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

平成１６年度
活き活き町出前トーク
今年も５月より活き活き町出前トーク
（講座)を実施することとなりました。
詳しくは、別紙折込みチラシでご確認
ください。ご要望お待ちしております。

企画振興課広報広聴係

交通安全街頭啓発を行う参加者

メ
ー
ト
ル
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着任教員・事務職員の紹介
この春、北海道教育委員会の４月１日付け人事異動により、町内小中高校に
新しく着任されました教員・事務職員の皆様を紹介いたします。

苫前小学校

林　健一（58歳）
校　長
前任校
天塩小学校

＜抱　負＞
苫前の子どもが自分の足で自分
の将来を築いていける子どもに
育てたいと願い、教職員と共に
汗を流します。

力昼小学校

古丹別小学校

大水隆司（48歳）
教　頭
前任校
別苅小学校

＜抱　負＞
活き活きと表現するたくましい
子どもたちを育てるため、教職
員の英知を結集して勤めを果た
したい。

森田靖史（34歳）
教　諭
前任校
天塩小学校

＜抱　負＞
苫前町民の一人として、苫前小学
校の子どもたちのため、そして、
地域の子どもたちのため、頑張り
ます。よろしくお願いします。

八木　隆（31歳）
教　諭
前任校
問寒別小学校

＜抱　負＞
学校や地域に慣れ、一生懸命が
んばりたいと思います。
皆様、今後ともよろしくどうぞ、
お願いいたします。

池田亜希子（24歳）
初任者研修講師
前任校
羽幌小学校

＜抱　負＞
教育に携わる機会に恵まれ、感謝す
るとともに、子どもたちから大きな
パワーをもらいながら、周りの先生
方と仲良くやっていきたいです。

松本栄造（53歳）
校　長
前任校
増毛小学校

＜抱　負＞
１２０年の歴史と伝統に幕を閉
じる力昼小学校５名の子どもた
ちのため、保護者や地域の皆様
と連携を深め全力を傾けます。

北野実穂（26歳）
教　諭

新規採用

＜抱　負＞
苫前町に赴任できて嬉しいです。
一生懸命頑張りますので、よろ
しくお願いいたします。

森　厚香（26歳）
教　諭
（期限付）

＜抱　負＞
苫前町といえば「ふわっと」、「熊」。
これだけしか知りませんでした。子
どもたちのことも地域のことも、も
っと知って精一杯がんばります。

松浦隆史（32歳）
教　諭
前任校
留萌小学校

＜抱　負＞
自然あふれる苫前町で、たくさ
んの子どもとふれあい、頑張り
ます。早く地域に溶け込んでい
きたいと思います。

木村美保（27歳）
臨時講師
前任校
天塩小学校

＜抱　負＞
子どもたちにとって、肌で感じ
る心地よい風、そして時には厳
しい風となれるよう精一杯がん
ばります。

苫前中学校

外山一正（45歳）
教　頭
前任校
増毛第二中学校

＜抱　負＞
苫前町は始めての勤務となります
が、豊かな自然の中で、生き生き
とたくましく生き抜く子どもの育
成を目指し精一杯努力します。

脇本真由美（24歳）
教　諭（期限付）
前任校
羽幌小学校

＜抱　負＞
苫前中学校は２度目の赴任とな
りますが、初心にかえって一か
ら頑張ります。
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長谷川　博（45歳）
教　頭
前任校
豊崎中学校

＜抱　負＞
地域・ＰＴＡ・教職員の「和」
を大切に苫前の子どもたちのた
めに頑張ります。

眞屋　岩男（53歳）
校　長
前任校
旭川商業高等学校

＜抱　負＞
町民の皆様のご理解とご支援をい
ただきながら、期待される「地元
に必要な人材を育てる場」として、
将来の苫前町を託すことのでき
る、知恵と勇気と行動力を備えた
生徒を育てたいと思います。

吉本　満（47歳）
教　頭
前任校
小樽商業高等学校

＜抱　負＞
海、山、川、田畑ありの恵まれ
た環境(苫前）で21世紀を担う
子ども達を育てます。

野田浩輝（32歳）
教　諭
新規採用

＜抱　負＞
ここ苫前町で日本一美しい日本海の
夕日を楽しみ、早く地域になじみ、
子どもたちとともに頑張ります。

津田光子（45歳）
養護教諭
前任校
港北小学校

＜抱　負＞
今年で教職２６年目。苫前町での勤務
は今回が初めてですが、新たな気持ち
でこどもたちのため、がんばります。

佐々木敦子（25歳）
初任者研修講師

＜抱　負＞
初めての教職で分からないこと
だらけですが、力の限り、一生
懸命がんばります。

伊東久見子（23歳）
養護教諭
新規採用

＜抱　負＞
早く仕事を覚えて、生徒達、先
生方に必要とされる養護教諭に
なれるよう精一杯がんばります。

小山博子（22歳）
講　師

＜抱　負＞
初めての苫前町での生活で、右も左
もわかりませんが、子どもたちや先
生方、地域の方から沢山のことを学
び、一生懸命頑張りたいと思います。

長谷川祥子（22歳）
教　諭
新規採用

＜抱　負＞
この春に大学を卒業し、教師に
なったばかりです。経験はあり
ませんが、この苫前町で生徒の
ため精一杯頑張ります。

渡辺大輔（22歳）
講　師

＜抱　負＞
旭川から来ました。
生活にはまだ慣れていませんが、
学校や子どもたちのために力を
尽くします。

三木昌子（22歳）
事務職員
新規採用

＜抱　負＞
今年、大学を卒業したばかりで、
わからないことが沢山あります
が、一生懸命頑張ります。よろ
しくお願いします。

力
昼
小
学
校
閉
校
へ

百
二
十
年
の
歴
史
に
幕

苫前商業高等学校 古丹別中学校

明
治
十
七
年
に
開
校
さ
れ
た
力
昼
小
学
校
が
、

百
二
十
年
の
歴
史
と
と
も
に
、
平
成
十
六
年
度

を
も
っ
て
閉
校
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

力
昼
地
区
で
は
、
児
童
の
減
少
に
よ
り
こ
れ

以
上
の
学
校
存
続
は
困
難
と
し
、
町
内
会
並
び

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
関
係
者
が
協
議
を
重
ね
、
昨

年
十
月
に
町
へ
閉
校
に
関
す
る
要
請
書
を
提
出

し
、
三
月
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
本
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
力
昼
小

学
校
閉
校
事
業
実
行
委
員
会
（
会
長
年
代
芳
則
）

が
、
開
校
百
二
十
周
年
と
併
せ
た
閉
校
記
念
式

典
を
平
成
十
七
年
三
月
五
日
に
行
う
こ
と
と
し
、

閉
校
記
念
式
典
の
実
施
や
記
念
誌
の
発
行
に
向

け
、
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

力
昼
小
学
校
の
卒
業
生
は
二
千
三
十
名
に
の

ぼ
り
、
昭
和
三
十
二
年
度
当
時
に
は
児
童
生
徒

数
二
百
二
十
二
名
を
数
え
た
が
、
力
昼
地
区
の

人
口
減
少
と
と
も
に
年
々
児
童
数
も
減
少
し
、

現
在
は
五
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
校
で
は
、
総
合
学
習
に
よ
る
「
風
の
子
」

タ
イ
ム
に
お
い
て
、
自
然
環
境
な
ど
を
テ
ー
マ

に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
習
が
展
開
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
地
域
の
学
校
と
し
て
親
し
ま
れ
、
閉

校
の
決
定
を
受
け
寂
し
が
る
住
民
も
多
い
。

最
後
の
一
年
、
運
動
会
や
学
芸
会
、
修
学
旅

行
に
全
校
キ
ャ
ン
プ
な
ど
思
い
で
多
き
一
年
と

な
る
よ
う
願
い
た
い
。



広報とままえ　５月号　6頁

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

平成15年救急出動内訳
平成15年中の救急出動は、最多であった一昨年から

１件上回り130件でした。その内訳は急病が67件

（51.5％）と最も多く、次いで交通事故が18件（13.8％）、

転院搬送が17件（13.0％）、一般負傷が15件（11.5％）、

そ の 他 が 1 3 件

（10.2％）でした。こ

のように、救急出動件

数は、年々増加してお

り、その半数以上が急

病での救急出動です。

平成15年の搬送人員と年齢区分
搬送人員も最多であった一昨年から４名上回り130名

でした。これを年齢別に見ますと、65歳以上の老人が

79名（60.8％）、18～64歳までの成壮年が43名

（33.1％）、６～17歳の少年が５名（3.8％）、６歳未満

の 乳 幼 児 が ３ 名

（2.3％）でした。
平成15年救急出動内訳 

急病、67

交通、18

転院搬送、 
17

一般負傷、 
15

その他、 
15

平成15年の搬送人員と年齢区分 

老人、79成壮年、43

少年、5
乳幼児、3

応急手当普通救命講習を受講しましょう！
昨年は、６５才以上の老人の搬送が搬送人員の６割以上を占めており、高齢化の影響もあり

年々増加しています。また、急病での出動が最も多く、その原因となる疾患も複雑多様化して

います。このようなことから、大切な人の命を救うため応急手当普通救命講習を随時開催しま

すので、受講希望の方は下記消防支署までお問い合わせ下さい。

半
日
消
防
士
放
水
体
験

親
子
で
石
け
ん
づ
く
り

春
の
火
災
予
防
運
動
に
合
せ
て
北
留
萌
消
防
組

合
古
丹
別
支
署
で
は
、
四
月
二
十
二
日
同
支
署
前

に
お
い
て
、
古
丹
別
保
育
所
の
青
組
（
年
長
）
十

五
名
が
消
防
車
に
乗
車
し
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

た
後
、
青
や
ピ
ン
ク
の
消
防
服
を
身
に
ま
と
い
放

水
体
験
を
行
っ
た
。

子
供
た
ち
は
、
水
し
ぶ
き
を
浴
び
な
が
ら
も
放

水
的
に
め
が
け
放
水
し
、
か
わ
い
い
チ
ビ
ッ
コ
消

防
士
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
同
月
二
十
日
に
は
苫
前
・
古
丹
別
両
地

区
に
お
い
て
、
危
険
物
安
全
協
会
の
協
力
（
車
両

〜
苫
前
六
台
・
古
丹
別
九
台
）
の
も
と
車
両
防
火

パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
、
住
民
の
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
て
い
た
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

図
書
室
サ
ポ
ー
タ
ー
企
画

四
月
二
十
日
苫
前
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
図
書

室
サ
ポ
ー
タ
ー
企
画
に
よ
る
家
庭
で
も
で
き
る
「
石

け
ん
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
た
。

石
け
ん
づ
く
り
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
水
と
オ
ル

ト
珪
酸
ソ
ー
ダ
、
廃
油
を
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
、
二
日

程
度
乾
燥
さ
せ
る
も
の
で
、
混
ぜ
合
せ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
三
十
秒
間
隔
で
五
分
程
度
よ
く
振
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
。

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
も
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
一
生
懸
命
振
っ
て
い
る
姿
が
、
ま
わ

り
を
和
ま
せ
て
い
た
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
に

合
せ
た
絵
本
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
も
紹
介
さ
れ
、
子
育

て
行
う
お
母
さ
ん
の
情
報
交
流
の
場
と
し
て
も
喜
ば

れ
て
い
る
。

今
後
、
二
ケ
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
色
々
な
体
験

を
お
り
ま
ぜ
て
開
催
さ
れ
る
の
で
是
非
参
加
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
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社会教育課からのお知らせ

苫前町教育委員会 社会教育課　　　電話　5－4076
E-mail：tph@jasmine.ocn.ne.jp　　HPアドレス：http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

～あなたの生涯学習、応援します～ お問い合わせ・ご相談は… 

チャレンジデー2004  5月26日（水）開催！
～番外編として「風力発電を通じた交流」が実現！～

４月号で紹介した島根県吉田村（人口：2,396人）との対戦の他に『スペシ
ャルチャレンジ』として岩手県葛巻町（人口：8,798人）とも対戦します。
葛巻町と苫前町は、日本国内における風力発電の推進と環境保全への貢献を
目的として全国７９市町村で組織されている「風力発電推進市町村全国協議会」
に加盟しており、自然エネルギー（風力エネルギー）の生産・利用という共通
の取り組みを実践していることから、特別に対戦することが決定しました。

※苫前町は昨年初参加で33.7%でした。

社会教育課からのお知らせ

2003

2002

2001

2000

72.9%

66.5%

62.9%

65.5%

77.6%

79.8%

76.4%

75.1%

吉田村
（5回目）

対戦相手の過去の成績

葛巻町
（10回目）

◇スポーツセンター
18:00～21:00 剣道・バドミントン・卓球
◇社会体育館
19:00～21:00 バレーボール
◇苫前町野球場
19:00～21:00  野球・ソフトボール
◇苫前中学校
19:00～21:00  テニス
◇苫前小学校
18:00～21:00  剣道・ミニバレーボール

当日活動している主なスポーツ団体と場所苫前町実行委員会から協力のお願い
昨年に引き続き２回目の実施となるチャレンジデ

ーは、１５分間以上継続してスポーツや、身体を動
かす運動を行った人の参加率を競い合いますので、
皆さんからの「運動した」「スポーツをした」という
報告が必要となります。
後日各戸回覧する報告書（町内の各施設にも用意

しています）に氏名等必要事項を記入のうえ最寄り
の回収ボックスへ必ず報告下さいますようよろしく
願いいたします。
※詳細は回覧でお知らせします。

例年好評を頂いております移動図書室を
今年も実施しますので、ぜひ足を運んで
みて下さい。

（毎月第２・４水曜日）
苫前小学校　14：30～15：30
苫前保育園　15：40～16：40

○日　時　５月18日（火）15：00～17：00
○場　所　苫前町公民館図書室
○対　象　小学生
○内　容　本を利用して簡単な工作・実験教室

※詳しくは「図書室からのお知らせ本を利用し
てやってみよう５月号」を見て下さい。

◇場　所　苫　前：郷土資料館
古丹別：苫前町商工会

◇日　時　５月２９日（土）午前１０時～
◇概　要　苫　前：古代ロマンロード（苫前小学校前及び郷土資料

館付近）のプランターと花壇への花植え
古丹別：古丹別西２条線（歯科診療所から公民館まで）

の花壇への花植え

今年も移動図書を行います。 「本を利用してやってみよう」
～図書室サポーター企画～



栄養士

鍵
かぎ

山
やま

美
み

佳
か

さん

20歳
市立名寄短期大学卒業
趣味：ピアノ・スキー

料理
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４月から苫前町で保健師として働かせていただくこ
とになりました、佐藤由香です。
私の出身地は、この苫前町です。進学のために一度
苫前町を離れましたが、また戻ってくることができま
した。何年か振りに帰ってきた苫前町は、多くの風車
が立ち並び、また温泉もでき、高校生のころまで住ん
でいた苫前町の景色とは変わっていて、最初は驚きま
した。でも、変わらないところもありました。都会に
はない自然の豊かさや、風の強さ。町民のみなさんの
気さくな人柄はそのままで、とても嬉しくなりました。
これからは、町職員として町民のみなさんのお役に
たてたらと思っています。町中でお会いした時には、
気軽に話しかけてもらえるような保健師になりたいと
思っています。「いつも笑顔で元気に！」をモットーに
頑張っていきたいと思いますので、苫前町のみなさん、
どうぞよろしくお願い致します。

保健師

佐
さ

藤
とう

由
ゆ

香
か

さん

24歳
北海道立衛生学院卒業
趣味：映画・芝居鑑賞

今月は、４月より新たに勤務となりました
保健師及び栄養士を紹介します。

今年度より苫前町の栄養士として働くことになりま
した鍵山美佳といいます。
私は道東の北見市の隣に位置する訓子府町出身です。
今年の３月に市立名寄短期大学を卒業し、苫前町に来
ました。苫前町に訪れたのは面接試験の日が初めてで
した。まず一番に感じたことは｢強風｣の二文字でした。
特にその日は風が強く、内陸育ちの私には歩くことも
大変という初めての体験でした。しかし、周りが山ば
かりの地で育ってきた私にとってこんなに海を近くで
感じることができ、大きな風車が何基も立っている風
景にとても感動しました。
この町に来て１か月、社会人としては１年目でまだ
まだこれからですが、早くこの町に慣れ、たくさんの
人達との出会いを楽しみに、また大切にしていきたい
です。お声がかかればどんな所にでも行きますので、
いつでも呼んでいただきたいと思っています。
よろしくお願い致します。
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

「介護保険サービス利用の仕組み」

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
病
院
に
支
払
う
医
療
費
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
医
療
費
の
払
い
戻

し
が
受
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
？

Ａ
　
国
保
加
入
者
が
病
院
な
ど
に
か

か
り
、
多
額
の
医
療
費
（
入
院
中

の
食
事
代
を
除
く
保
険
適
用
分
）

が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支

払
っ
た
と
き
、
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
支
給
額
の
決
定
に
つ
い
て

は
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
暦
月

を
単
位
と
し
、
病
院
（
診
療
所
）

入
院
と
通
院
毎
に
計
算
す
る
な
ど

の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

不
明
な
点
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
町
民
課
し
あ
わ
せ
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１ヶ月に、同じ医療機関（入院・通院ごとに計算）に
支払った自己負担額が右欄の限度額を超えた場合、そ
の超えた分が高額療養費の対象となります。

一　　 般　72,300円＋（医療費
－241,000円）×1％

上位所得者　139,800円＋（医療費
－466,000円）×1％

低所得者　35,400円

一　　　般　40,200円
上位所得者　77,700円
低所得者　24,600円

合算対象となる基準額
一般・上位所得者・低所得者ともに
21,000円
自己負担限度額は、上記欄を参照

10,000円

同一世帯で過去12ヶ月以内に高額療養費の支給が４
回以上あった場合には、４回目以降の自己負担限度額
（右欄）を超えた分が高額療養費の対象となります。

１ヶ月に、同一世帯で21,000円以上の自己負担額を
２回以上支払った場合、それらを合算して自己負担限
度額を超えた分が高額療養費の対象となります。

高額な治療を長期間続けなければならない病気（血友
病、人工腎臓を実施している慢性腎不全など）の場合
は、自己負担限度額は１ヶ月10,000円となります。
（特定疾病療養受療証が必要となります。）

高額療養費に該当するとき
○70歳未満の人の自己負担限度額

自己負担限度額

《
お
知
ら
せ
》

苫
前
町
国
保
で
は
、
加
入
者
が

支
払
う
医
療
費
が
著
し
く
高
額
と

な
り
、
い
っ
た
ん
自
己
負
担
し
て

支
払
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
支

払
い
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
の
あ

っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

70歳以上の人が１ヶ月の外来で支払った自己負担額
が右欄の限度額を超えた場合、その超えた分が高額療
養費の対象となります。

一定以上所得者 40,200円
一　　　般　12,000円
低所得者Ⅱ　 8,000円
低所得者Ⅰ　 8,000円

一定以上所得者 72,300円＋
（医療費－361,500円）×1%

一　　　般　12,000円
低所得者Ⅱ　 8,000円
低所得者Ⅰ　 8,000円

同一世帯で70歳以上の人が１ヶ月に支払った自己負
担額をすべて合算して、右欄の限度額を超えた場合、
その超えた分が高額療養費の対象となります。

高額療養費に該当するとき
○70歳以上の人の自己負担限度額

自己負担限度額

お問合せ
苫前町役場町民課しあわせ係
01646-4-2215（内線273）まで

介護保険サービス（在宅サービス・施設サービス）を利用するためには、役場町民課しあわせ係
または古丹別支所窓口に申請書を提出し、要介護認定を行う必要があります。
※対象者：65歳以上のすべての方、40～64歳の方で老化に起因する特定疾患により介護が必要となった方

申　　　請

●本人または家族（ケアマ
ネージャーや介護保険施
設の代行可）
●必要なもの
・介護保険被保険者証
・要介護認定申請書

訪問調査審査判定

●町の調査員が訪問し、心身の状
況や日常生活動作などをチェッ
ク
●訪問審査の結果及びかかりつけ
の主治医の意見書をもとに１次
判定並びに２次判定を実施して
要介護度を決定します。

訪問調査審査判定

●介護認定審査会の判定に
基づき、町が要介護状態
区分（要支援・要介護１
～５）を認定し、認定結
果通知書と認定結果が記
載された保険証を送付し
ます。

介護保険で利用できる在宅サービス及び施設サービス
○主な在宅サービス

（要支援以上に認定の方）
ヘルパー、デイサービス、
訪問看護など

○施設サービス

（要介護度１以上に認定の方）
特別養護老人ホーム、
老人保健施設、療養型医療施設

→ →



苫前町の交通事故情報
平成16年３月末現在

交通事故死ゼロ日数は

３月31日現在で683日

発生件数

１件

死者数

０人

負傷者数

１人

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

住
所

戸
籍
の
小
箱

横
野
　
瑞
希

み
ず
き

宏
和
／
美
香
３
月
14
日
苫
　
前

清
水
　
音
寧

ね

ね

徹
／
あ
す
か
３
月
20
日
古
丹
別

北
村
　
愛
華

ま
な
か

拓
也
／
知
子
３
月
23
日

旭

北
村
　
愛
莉

あ
い
り

拓
也
／
知
子
３
月
23
日

旭

菊
池
　
　
渉

わ
た
る

隆
浩
／
真
由
子

４
月
７
日
古
丹
別

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

長女長女長女二女長男

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

忠
津
ナ
ツ
子
（
82
歳
）
３
月
14
日

古
丹
別

織
笠
千
恵
子
（
60
歳
）
３
月
20
日

古
丹
別

猪
股
　
ふ
み
（
86
歳
）
３
月
31
日

苫
　
前

工
藤
　
政
子
（
49
歳
）
４
月
１
日

昭
　
和

奥
崎
キ
ミ
子
（
73
歳
）
４
月
６
日

旭

伊
藤
キ
サ
ヱ
（
75
歳
）
４
月
６
日

旭

綿
引
　
隆
康
（
70
歳
）
４
月
７
日

苫
　
前

川
島
　
チ
ヤ
（
91
歳
）
４
月
10
日

旭

川
村
　
信
市
（
83
歳
）
４
月
12
日

苫
　
前

八
谷
　
幸
子
（
65
歳
）
４
月
12
日

旭

氏
名

年
齢

死
亡
日

広報とままえ　５月号 10頁

住
所

平成16年度 調理師試験
◇試験期日　　

平成１６年８月２６日
◇試験場所
滝川市・稚内市

◇願書受付
平成１６年５月３１日～６月４日
留萌保健福祉事務所保健福祉部

（旧留萌保健所）

◇受験資格
義務教育を受けた者で、多数人に対し飲
食物を提供する学校・病院等の施設又は、
食品衛生法施行令第５条第１号の飲食店
営業、第１１号の魚介類販売業、第２８
号のそうざい製造業において平成１６年
６月４日までに２年以上の調理の業務に
従事した者

◇提出書類
(1)調理師試験受験願書　　　　　　１部
(2)調理師試験受験者整理カード　　１部
願書３ヶ月以内に脱帽して、正面上半
身を撮影した写真を貼り付けること

◇手　数　料
6,700円に相当する額面の北海道収入証
紙を所定の箇所に貼り、印章または署名
により消印すること

◇お問合せ先
留萌保健福祉事務所保健福祉部
子ども・保健推進課保健予防係
（留萌市住之江町２丁目１－２）
電話　０１６４－４２－１５１１

内線３６４２

◇
古
丹
別
地
区

六
月
一
日
（
火
）
午
前
十
時
〜

正
午
（
苫
前
町
公
民
館
）

◇
苫
前
地
区

六
月
四
日
（
金
）
午
前
十
時
〜
　

正
午
（
苫
前
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

六
月
一
日
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
に
併
せ
て
「
人
権
擁
護

委
員
制
度
普
及
月
間
」
と
し
て
相
談

所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の

方
で
す
。

○
竹
橋
　
隆
至
（
四
―
二
一
五
七
）
苫
　
前

○
大
矢
根
正
春
（
五
―
四
〇
五
一
）
古
丹
別

最
近
、
悪
質
な
国
民
年
金
制
度
を

か
た
る
不
審
文
書
が
道
内
の
若
者
を

対
象
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
審
な
文
書
に
ご
注
意
を
！

国
民
年
金
を
か
た
り
、
支
払
を
強

要
す
る
悪
質
な
も
の
で
、
こ
の
よ
う

な
文
書
が
届
い
た
ら
、
社
会
保
険
事

務
局
留
萌
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
い
た

だ
く
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

特
に
、
二
十
歳
代
の
お
子
様
を
持

つ
親
の
所
へ
送
付
さ
れ
、
そ
の
ま
ま

親
が
支
払
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
想

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
を
つ
け
下

～国民年金制度変更のお知らせ～

今年の４月より国民年金制度が変更になりました、ここ

最近国民年金を支払わない若者が増え、平成１９年度に

は国民の年金が底をつき老人に払えなくなる時代が来ま

す、このことを厚生労働省と日本国民年金組合のほうで

会議をしたところ、今年の４月より国民年金を支払わな

い方にはこのような形で請求することになりました、こ

のような形でも国民年金を支払っていただけない方に

は、後日、裁判の手続きをとり、強制徴収という形をと

らせていただきます。

21120（一カ月）×１２（一年分）＝253440円

至急支払いの方お願いします。

口座の問い合わせは日本国民年金組合に連絡ください。

日本国民年金組合

フリーダイヤル　０９０×－×××ー××××

東京都板橋区××××

×××××××

日本国民年金組合

上記記載の国民年金組合は架空の団体ですので、
このような文書などが届きましたらご連絡を！

次
の
と
お
り
相
談
所
を
開
設
し
、

年
金
に
関
す
る
疑
問
・
質
問
・
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
六
月
十
六
日
（
水
）

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

◇
場
所
　
苫
前
町
役
場
二
階
会
議
室

な
お
、
当
日
会
場
に
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
納
付
相
談
所
の
開
設

さ
い
。

◇
連
絡
先

北
海
道
社
会
保
険
事
務
局

留
萌
事
務
所
（
留
萌
市
大
町
３
丁
目
）

�
〇
一
六
四
―
四
三
―
七
二
一
一

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国
民
年
金

特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所



～お問合せ先～

広報とままえ　５月号 11頁

住
所

山
　
下
　
正
　
幸
（
羽
幌
町
）
後
　
藤
　
百
合
子
（
古
丹
別
）

丸
　
山
　
勇
　
太
（
力
　
昼
）
廣
　
野
　
朋
　
美
（
本
別
町
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

末
長
く
お
幸
せ
に

苫
前
町
へ
寄
付

○
古
丹
別
　
織
　
笠
　
輝
　
磨
　
様

○
羽
幌
町
　
千
代
谷
　
英
　
夫
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
札
幌
市
　
森
　
田
　
善
　
子
　
様

○
三
　
豊
　
山
　
下
　
ト
　
ヨ
　
様

○
苫
　
前
　
本
　
間
　
史
　
夫
　
様

各
町
内
会
へ
の
寄
付

（
港
町
内
会
へ
）

○
三
　
豊
　
山
　
下
　
ト
　
ヨ
　
様

（
昭
和
町
内
会
及
び
昭
和
女
性
部
へ
）

○
昭
　
和
　
工
　
藤
　
正
　
志
　
様

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
寄
付

（
九
重
白
葉
会
へ
）

○
九
　
重
　
倉
　
田
　
靖
　
子
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

納期内納入にご協力願います。

http://www3.town.haboro.hokkaido.
jp/gappei/index.htm

留萌中部３町村任意合併協議会
ホームページアドレス

5月 町税の納期
今月は固定資産税の

納入月です

役場へのお問い合わせは
電話直通ダイヤルで！

◎町長・助役
総務財政課（総務グループ）

４－２２１１
◎総務財政課（財政グループ）

４－２２１３
◎企画振興課　　４－２２１２
◎出　納　室　　４－２２１４
◎町　民　課　　４－２２１５
◎農林水産課・農業委員会

４－２３１４
◎建　設　課　　４－２３１５
◎教育長・教育委員会管理課

４－２３８４
◎議　　　会　　４－２３８５
◎社会福祉協議会４－２３８７

電波利用保護旬間 6月1日～10日

電波の利用は、携帯電話や人命・財産の保護などあ
らゆる分野で役割を果たしていますが、不法無線局が
重要無線通信やテレビ放送に妨害を与えるなど社会的
問題を起こしています。
このため、総務省では６月１日から10日までを

『電波利用保護旬間』と定め、電波利用環境保護の大
切さ訴えています。
暮らしを支える電波ルールを守って正しく使
いましょう。

北海道総合通信局（札幌市北区北８西２）
受付時間は午前8時半から午後5時（土日祝日除く）
☆不法無線局・混信・妨害
０１１―７３７―００９９

☆テレビ・ラジオの受信障害
０１１―７３７―００３３

☆その他行政相談
０１１―７０９―３５５０

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
、

市
外
局
番
の
ひ
っ
迫
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
地
域
へ
の
対
応
措
置
と
し
て
、

二
〇
〇
五
年
度
か
ら
道
内
五
十
一
市

町
村
の
電
話
番
号
市
外
局
番
を
変
更

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

来
年
六
月
か
ら
は
、
苫
前
町
と
羽

幌
町
、
初
山
別
村
の
市
外
局
番
〇
一

六
四
六
（
五
桁
）
が
、
〇
一
六
四

（
四
桁
）
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
市
内

局
番
（
町
内
四
〜
六
局
の
一
桁
）
が
、

こ
れ
ま
で
の
番
号
に
六
が
つ
く
二
桁

（
六
か
ら
始
ま
る
六
×
）と
変
更
さ
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
役
場
四
―
二
二
一

一
は
六
四
―
二
二
一
一
と
変
更
さ
れ

ま
す
。

電
話
番
号
全
体
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
市
内
局
番
で
電
話
番
号
登

録
を
行
っ
て
い
る
方
や
名
刺
や
葉
書

へ
の
電
話
番
号
記
載
は
、
変
更
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

留
萌
市
や
小
平
町
、
増
毛
町
も
同
じ

市
外
局
番
と
な
り
ま
す
が
、
電
話
を

か
け
る
際
は
、
市
外
局
番
は
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
な
く
。

～飼っている鳥や野鳥が死んでいるのを見つけた場合～
直ちに鳥インフルエンザを疑う必要はありませんが、飼っている鳥や野
鳥が連続して死亡したり、多数死んでいるなど不安がある場合には、役場
農林水産課又は留萌支庁農務部、環境生活課若しくは北海道酪農畜産課ま
でご連絡ください。

【平日連絡先】 留萌支庁　　　　　０１６４－４２－１５１１
【土日祝祭日】 北海道酪農畜産課　０１１－２３１－４１１１

北海道鳥インフルエンザ　ホットライン設置

都道府県福祉人材センター・バンクでは、ホームページ「福祉
のお仕事」でインターネットによる職業紹介「ネット紹介システ
ム」を行っています。求職者は、下記ホームページアドレスから
インターネットを利用して、求職登録や全国の求人情報の検索・
閲覧・応募を行うことができます。（求人情報は毎朝更新）

http://www.fukushi-work.jp/

【福祉人材センター・福祉人材バンク】

ホームページ「福祉のお仕事」
～インターネットによる職業紹介を行っています～

市
外
局
番
が
変
更
さ
れ
ま
す

来
年
六
月
か
ら
　
〇
一
六
四（
四
桁
）に

1



広報とままえ　５月号 12頁

このコーナーは、町内の保

育所（園）や小中学校の園

児や児童生徒の作品を紹介

します。ひとりでも多くの

作品を紹介したいと思って

います。

６月号の予定は苫前保育園

の園児のみなさんです。

古丹別中学校の生徒の作品

風力発電の売電状況
（町営分）

16年の実績（１～３月分）
１７，２７３，８９０円

平成16年３月分の実績
・供給電力量
５５５，６９０ｋＷｈ
６，９７２，５１９円

（設備利用率２８．７５％）

『自然のものを
生かしたデザイン』
色使いがうまくで
きたと思うのでよ
かったです。

２年

太田　祥実さん

『自然のものを
生かしたデザイン』
色を丁寧に塗るこ
とができてよかっ
たと思います。

２年

山本　春菜さん

『ポスター』

背景の色塗りを工
夫し、字も大きく
書いて、全体的に
寂しくないように
しました。

３年

成田妃花梨さん

『自然のものを
生かしたデザイン』
色塗りを丁寧に塗
ることができまし
た。

２年

堀　翔平くん

『自然のものを
生かしたデザイン』

工夫したとこは、
いろんな果物を混
ぜたことです。

２年

伊藤沙弥香さん

『ポスター』

字をうまく書くこ
とができました。

３年

相馬健太郎くん

『見方を変えた絵』

キャッチャーの表
情がうまく表現で
き、キャッチャー
ミットもよく書け
ました。

３年

鈴木　文弥くん

『ポスター』

レタリングを
工夫して書け
たので良かっ
たです。

３年

青木　香さん

▽
春
の
陽
気
に
町
の
中
で
は
、
冬
囲

い
が
外
さ
れ
、
家
庭
菜
園
や
庭
木
が

整
え
ら
れ
、
花
が
色
ず
く
季
節
。
▽

色
と
り
ど
り
の
花
々
が
家
の
周
り
を

着
飾
り
、
私
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
。
▽
庭
造
り
と
い
え
ば
、
家
々

で
楽
し
み
方
は
、
多
種
多
様
。
▽
そ

ん
な
中
、
自
宅
の
裏
庭
に
自
作
の
風

車
三
十
九
基
を
取
り
付
け
た
方
が
い

る
。
▽
古
丹
別
の
奥
崎
哲
夫
さ
ん

81
才
。
▽
こ
つ
こ
つ
冬
の
間
に
作
製

し
た
風
車
が
、
春
の
心
地
よ
い
風
に

回
り
続
け
て
い
る
。
▽
奥
崎
さ
ん
の

庭
か
ら
は
桜
や
藤
の
花
が
見
ら
れ
、

お
花
見
に

は
う
っ
て

つ
け
。
▽

り
ん
ご
や

栗
の
木
も

あ
り
、
秋

に
は
、
栗

拾
い
も
楽

し
め
る
と

か
。

編
集
雑
記
帳


